
　
　
国
境
概
念
の
拡
大

　
島
国
に
住
む
日
本
人
に
と
っ
・
て
「
国

境
」
の
持
つ
き
び
し
い
現
実
を
感
じ
る

こ
と
は
、
あ
ま
り
な
い
。
と
く
に
、
南

樺
太
、
朝
鮮
半
島
を
放
棄
し
た
第
二
次

大
戦
後
は
、
陸
続
き
の
隣
国
も
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
日
本
列
島
を

め
ぐ
る
民
族
の
移
動
も
、
あ
ま
り
に
遠

い
昔
の
た
め
、
国
家
と
は
、
同
一
民
族

の
自
然
な
集
合
体
と
思
い
が
ち
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
、
日
本
と
日
本
人
を

め
ぐ
る
特
殊
な
環
境
は
、
い
ま
や
世
界

を
揺
る
が
せ
て
い
る
民
族
紛
争
、
難
民

流
出
の
現
状
理
解
を
難
し
く
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

。
私
が
、
は
じ
め
て
「
国
境
」
と
「
民

族
」
。
の
問
題
に
直
面
し
た
の
は
、
一
九

九
一
年
春
、
ク
ル
ド
難
民
の
保
護
と
救

済
を
手
が
け
た
時
で
あ
る
。
ク
ル
ド
民

族
は
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ン
な
ど
数
か
国

に
わ
た
っ
て
生
存
す
る
少
数
民
族
で
あ

る
が
、
湾
岸
戦
争
を
機
会
に
、
武
装
蜂

起
（
ほ
う
き
）
を
試
み
た
。
イ
ラ
ク
軍

の
弾
圧
か
ら
逃
れ
よ
う
と
、
百
七
十
万

の
ク
ル
ド
人
が
難
民
と
し
て
隣
国
に
流

れ
た
の
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
．
そ

の
う
ち
百
二
十
万
は
、
’
国
境
を
越
え
て

イ
ラ
ン
に
流
入
し
、
同
国
の
保
護
と
救
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◎済

を
受
け
た
．
と
こ
ろ
が
、
国
際
的
な

関
心
を
大
き
ぐ
呼
ん
だ
の
は
、
む
し
ろ

ト
ル
コ
ヘ
の
越
境
が
許
さ
れ
ず
、
国
境

の
山
岳
地
帯
で
飢
え
と
寒
さ
に
苦
し
ん

だ
人
々
で
あ
る
．

　
そ
も
そ
も
、
難
民
と
し
て
国
際
的
な

保
護
を
与
え
ら
れ
る
の
は
、
’
本
国
に
お

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
迫
害
を

受
け
る
恐
れ
が
あ
る
か
、
あ
る
い
は
母

国
の
戦
乱
や
政
治
的
混
乱
な
ど
の
た

め
、
他
国
に
逃
れ
た
場
合
で
あ
る
．
す

な
わ
ち
、
国
境
を
越
え
る
こ
と
が
重
要

な
条
件
で
あ
っ
て
、
国
連
難
民
高
等
弁

務
官
に
は
、
領
域
を
越
え
て
本
国
に
あ

る
人
々
を
保
護
す
る
権
限
は
与
え
ら
れ

て
い
な
い
。
。
ま
た
、
各
国
に
は
、
難
民

に
入
国
・
在
留
を
許
し
、
迫
害
国
で
あ

る
本
国
に
送
還
し
て
は
な
う
な
い
と
い

う
原
則
は
あ
る
。

　
し
か
し
、
ト
ル
コ
の
よ
う
に
、
自
国

に
お
け
る
ク
ル
ド
対
策
あ
る
い
は
安
全

保
障
対
策
か
ら
、
難
民
の
越
境
を
許
さ

ず
、
国
境
沿
い
に
多
数
の
生
命
が
危
機

に
あ
る
難
民
を
救
済
す
る
こ
と
を
必
要

と
判
断
し
た
。
結
局
、
山
岳
地
帯
の
ク

ル
ド
難
民
は
、
自
国
側
へ
と
山
を
下
り
、

多
国
籍
軍
と
国
連
と
の
協
力
で
、
自
国

内
に
帰
っ
て
、
国
際
的
な
安
全
の
保
障

と
援
助
に
支
え
ら
れ
て
、
も
と
の
生
活

に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。
イ
ラ
ン
に
流

出
し
た
人
々
も
帰
還
し
、
ク
ル
ド
難
民

は
、
流
出
の
速
度
に
お
い
て
も
、
帰
還

の
速
さ
に
お
い
て
も
、
驚
異
的
と
い
え

国
境
を
越
え
な
け
れ
ば
、
援
助
を
受
け

ら
れ
な
い
難
民
の
惨
状
を
救
う
た
め
で

あ
る
。
ソ
マ
リ
ア
政
府
の
実
効
支
配
が

な
い
状
況
で
は
、
主
権
侵
害
は
問
題
と

な
Ｇ
な
か
っ
た
が
、
法
秩
序
の
崩
壊
に

と
も
な
う
、
無
法
者
や
盗
賊
か
ら
職
員

の
安
全
を
確
保
す
る
の
は
容
易
で
は
な

か
っ
た
。
さ
ら
に
同
年
秋
、
タ
ジ
キ
ス

タ
ン
の
内
紛
で
、
約
六
万
切
タ
ジ
ク
難

民
が
川
を
渡
っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

四
囲
―
紛
争
多
発
で
２
千
万
人
も

に
さ
ら
さ
れ
た
時
、
難
民
保
護
体
制
は

ま
さ
に
試
練
に
直
面
す
る
。
国
連
難
民

高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）

で
は
、
領
域
を
越
え
て
保
護
の
権
限
を

行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
法

律
論
と
、
現
状
で
は
そ
れ
で
も
な
ん
と

か
彼
ら
に
保
護
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
現
実
論
で
大
き
く
揺
れ

た
。
私
自
身
は
、
国
境
の
概
念
を
「
線
」

か
ら
拡
大
し
て
「
地
帯
」
と
と
ら
え
、

ト
ル
コ
側
か
ら
越
境
し
て
、
国
境
周
辺

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
当
事
国
の
合
意
必
要

　
ク
ル
ド
難
民
援
助
は
、
難
民
の
保
護

に
立
ち
ふ
さ
が
る
「
国
境
」
の
壁
を
、

多
少
と
も
打
ち
破
っ
た
画
期
的
な
試
み

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
一
九
九
二
年
番
、

ソ
マ
リ
ア
南
部
か
ら
ケ
ニ
ア
ヘ
五
十
万

人
近
い
難
民
が
流
出
す
る
と
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
は
ソ
マ
リ
ア
側
に
入
っ
て
援
助
活

動
を
始
め
た
。
何
ト
謳
と
歩
き
続
け
て

入
る
と
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
に
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
、
緊
急
援

助
に
あ
た
る
と
同
時
に
、
タ
ジ
キ
ス
タ

ン
側
に
入
っ
て
同
様
の
援
助
を
行
っ

た
。
タ
ジ
ク
・
ア
フ
ガ
ン
国
境
へ
向
か

う
約
十
五
万
の
人
々
が
危
険
な
渡
河
を
’

試
み
る
の
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
っ

た
。
こ
の
場
合
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
事
務

総
長
を
通
し
て
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
政
府
に

越
境
救
援
活
動
の
了
解
を
求
め
た
。

　
越
境
救
援
活
動
は
、
大
量
の
難
民
流

　
緒
方
貞
子
郡
二
九
二
七
年
東
京
生

ま
れ
。
聖
心
女
子
大
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ

ン
大
学
卒
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大

学
大
学
院
博
士
課
程
。
七
六
年
か
ら
三

年
間
、
わ
が
国
初
の
女
性
国
連
代
表
部

公
使
。
九
〇
年
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
、

九
三
年
再
任
。

出
を
防
止
で
き
る
し
、
早
急
に
援
助
物

資
を
支
給
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た

い
っ
た
ん
難
民
流
出
の
原
因
と
な
っ
た

迫
害
や
戦
乱
状
況
が
緩
和
す
る
と
、
彼

ら
の
帰
還
を
容
易
に
も
す
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
入
進
上
の
理
由
と
は
い
え
、

国
境
を
越
え
て
一
国
の
国
内
に
入
り
込

む
に
は
、
そ
れ
な
り
の
条
件
、
あ
る
い

は
国
際
社
会
の
合
意
づ
く
り
が
必
要
と

な
る
。
国
境
の
存
在
は
、
き
び
し
い
現

実
な
の
で
あ
る
。

　
今
い
国
連
で
は
自
国
内
に
あ
り
な
が

ら
難
民
化
し
た
人
々
を
、
ど
の
よ
う
に

保
護
し
救
済
し
た
ら
ヱ
い
か
が
、
し
き

り
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
自

国
国
境
こ
そ
越
え
て
い
な
い
が
、
難
民

と
同
じ
よ
う
に
迫
害
や
戦
乱
に
よ
っ
て
、

自
国
内
の
移
動
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
天
災
や
人
災
に
よ
っ
て
常
に
居
所

を
離
れ
な
け
れ
ぱ
な
う
な
か
っ
た
り
、

民
族
や
部
族
間
の
対
立
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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旧
ユ
ー
ゴ
に
3
5
0
万
人

　
こ
れ
ら
の
人
々
の
総
数
は
、
二
千
万

と
も
二
千
五
百
万
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
ペ
ル
ー
に
お
い
て
は
、
反
政
府
ゲ

リ
ラ
集
団
に
追
わ
れ
た
人
々
は
、
国
境

を
越
え
て
隣
国
に
保
護
を
求
め
た
の
で

は
な
く
、
内
陸
の
首
都
リ
マ
の
周
辺
地

域
に
追
わ
れ
、
貧
窮
化
し
て
い
る
。
ル

ワ
ン
ダ
や
グ
ル
ジ
ア
な
ど
で
も
、
戦
乱

の
犠
牲
者
は
多
数
に
上
’
っ
て
い
る
が
、

国
外
に
逃
れ
て
は
い
な
い
。
彼
ら
の
悲

惨
な
状
態
に
対
応
す
る
た
め
、
国
際
的

な
救
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
国
内

難
民
の
た
め
の
国
際
機
関
は
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
存
在
し
て
い
な
い
。

　
難
民
や
国
内
に
い
る
避
難
民

の
問
題
を
、
も
っ
と
も
先
鋭
な

形
で
提
起
し
て
い
る
の
が
、
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
あ
る
。
ス
ロ

ベ
、
ニ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
独

立
に
と
も
な
う
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ビ
ア
連
邦
の
解
体
過
程
は
、
難

民
の
急
増
を
意
味
し
た
。
ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
か
ら

ク
ロ
ア
チ
ア
ヘ
流
入
し
た
者

　
（
二
十
八
万
）
、
セ
ル
ビ
ア
と

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
ヘ
逃
れ
た
者

（
三
十
五
万
）
、
マ
ケ
ド
ニ
ア

へ
入
っ
た
者
（
二
万
九
千
）
。
ク
ロ
ア

チ
ア
か
ら
セ
ル
ビ
ア
（
十
六
万
）
、
マ

ケ
ド
ニ
ア
ヘ
向
か
っ
た
者
（
三
千
）
。

ク
ロ
ア
チ
ア
と
ボ
ス
ニ
ア
か
ら
ス
ロ
ペ

ニ
ア
ヘ
入
っ
た
者
（
三
万
）
。
さ
ら
に
、
。

ク
ロ
ア
チ
ア
国
内
の
戦
乱
で
避
難
民
と

な
っ
た
者
（
二
万
四
千
六
百
）
、
い
ま

や
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
国
内

の
避
難
民
総
数
は
二
百
二
十
八
万
人
に

上
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
連
邦
内
に
約
三
百
五
十
万
の

人
々
が
難
民
化
し
て
お
り
、
そ
の
う
え

西
欧
諸
国
へ
庇
護
（
ひ
ご
）
を
求
め
て

出
国
し
た
人
々
は
六
十
万
人
以
上
と
推

定
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
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蜃l　総説白光

ＵＮＨＣＲの車が通り過ぎるかた

わらをボスニアの街から逃れるイ
スラム系避難民（ロイター）

(１面続き)の‥･、_簑良りｋ
し
て
は
、
国
境
を
越
え
た
難
民
と
、
国

内
に
あ
る
避
難
民
と
を
区
別
し
て
保

護
と
救
済
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
二
百
二

十
八
万
の
ボ
ス
ニ
ア
避
難
民
に
は
サ
ラ

エ
ポ
ヘ
の
空
輸
、
他
の
包
囲
下
に
あ
る

都
市
へ
は
空
か
ら
の
物
資
投
下
、
そ
の

他
の
地
域
へ
は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
隊
に
よ

る
陸
送
。
国
連
制
薮
下
に
あ
る
セ
ル
ビ

ア
や
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
で
は
、
大
多
数
の

難
民
が
家
庭
に
収
容
さ
れ
て
い
る
た

め
、
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）
し
た
ホ
ス
ト

よ
る
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
和

平
案
が
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
根
本
原

因
は
、
国
境
の
線
引
き
に
つ
い
て
の
不

一
致
で
あ
る
。
こ
の
和
平
案
は
、
ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
共
和
国
連
合

の
設
立
を
前
提
と
し
、
各
共
和
国
の
境

界
は
、
イ
ス
ラ
ム
系
、
ク
ロ
ア
チ
ア
系
、

セ
ル
ビ
ア
系
三
民
族
の
人
口
比
お
よ
び

支
配
地
域
な
ど
を
基
礎
に
構
案
さ
れ
て

い
る
。
昨
年
末
以
来
、
和
平
案
の
討
議

と
並
行
す
る
よ
う
に
、
ボ
ス
ニ
ア
で
三

民
族
間
の
武
装
対
立
が
熾
烈
（
し
れ
つ
）

セ
ル
ビ
ア
系
の
支
配
地
域
の
少
数
民
族

は
、
次
第
に
浄
化
さ
れ
、
自
分
と
同
じ

民
族
が
多
数
を
占
め
る
地
域
へ
と
移
動

を
試
み
る
。
あ
る
日
、
ボ
ス
ニ
ア
紛
争

が
終
わ
り
、
和
平
と
と
も
に
住
民
が
も

と
の
住
ま
い
に
戻
る
日
が
来
た
と
し
て

も
、
ど
れ
だ
け
の
人
々
が
、
彼
ら
を
追

い
払
っ
た
民
族
の
支
配
地
域
に
帰
還
す

る
で
あ
ろ
う
か
。
ボ
ス
ニ
ア
に
お
け
る

三
つ
の
共
和
国
の
新
し
い
国
境
は
、
民

族
的
な
分
布
と
重
な
り
合
う
の
が
、
不

可
避
な
成
り
行
き
で
あ
ろ
う
。

迫
害
生
む
民
族
主
義

家
族
の
需
要
も
無
視
で
き
な
い
。
ク
。
ロ

ア
チ
ア
に
お
い
て
も
、
ホ
ス
ト
家
族
、

ク
ロ
ア
チ
ア
の
医
療
シ
ス
テ
ム
に
対
す

る
手
あ
て
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
本

年
度
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

人
道
援
助
の
総
額
は
四
億
二
千
万
�
で

あ
る
。

　
　
残
虐
な
浄
化
作
戦

　
な
ぜ
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
危
機
は
解
消

で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
ボ
ス

ニ
ア
の
紛
争
は
続
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

シ
ュ
ト
ル
テ
ン
ペ
ル
グ
・
オ
ー
エ
ン
に

化
し
た
の
は
、
境
界
の
線
引
き
を
、
少

し
で
も
自
己
に
有
利
に
展
開
さ
せ
る
た

め
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
ボ
ス
ニ
ア
紛
争
が
民
族

対
立
を
基
調
と
し
た
こ
と
は
、
各
民
族

支
配
地
域
に
お
い
て
激
し
い
「
民
族
浄

化
」
を
引
き
起
こ
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
系
、

ク
ロ
ア
チ
ア
系
、
セ
ル
ビ
ア
系
各
勢
力

は
、
そ
れ
ぞ
れ
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

お
互
い
に
残
虐
行
為
を
繰
り
返
し
、
他

系
住
民
の
家
に
火
を
つ
け
、
武
器
を
ふ

い
か
さ
し
、
村
か
ら
追
放
す
る
。
そ
の

’
結
果
、
子
ス
ラ
ム
系
、
ク
ロ
ア
チ
ア
系
、

　
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
ひ
か
え
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
一
隅
に
純
粋
に
同
一
民
族

を
基
礎
と
し
た
国
家
が
成
立
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
は
、
恐
ろ
し
い
限
り
で
あ

る
。
し
か
し
、
ボ
ス
ニ
ア
ば
か
り
で
は

な
い
。
旧
ソ
迪
共
和
国
に
も
、
民
族
主

義
の
高
揚
が
見
ら
れ
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
あ
る
い
は
中
央

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
、
複
雑
な
民
族

間
の
迫
害
、
あ
る
い
は
追
放
の
動
き
が

う
か
が
わ
れ
る
。

　
一
九
一
九
年
一
月
、
パ
リ
平
和
会
議

に
の
ぞ
む
に
あ
た
っ
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン

米
大
統
領
は
、
民
族
自
決
主
義
の
適
用

に
よ
り
国
際
平
和
が
強
化
さ
れ
る
と
信

じ
、
ま
た
連
合
国
側
も
、
戦
後
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
国
境
を
画
定
す
る
の
に
あ
た
っ

て
民
族
主
義
の
原
則
を
援
用
し
た
。
た

だ
し
そ
の
反
面
、
新
た
に
独
立
し
た
民

族
国
家
は
、
自
国
内
の
少
数
民
族
を
保

護
す
る
義
務
を
国
際
連
盟
と
の
取
り
決

め
で
約
束
し
て
い
る
。

　
第
二
次
大
戦
後
に
成
立
し
た
国
際
連

合
は
、
憲
章
の
第
一
・
条
に
、
人
民
の
自

決
の
原
則
を
掲
げ
、
人
権
規
約
も
、
第

一
部
に
人
民
の
自
決
権
を
規
定
し
て
い

る
。
四
十
余
年
に
わ
た
り
、
国
連
は
、

自
決
の
実
現
を
植
民
地
解
放
ど
独
立
を

通
し
て
推
進
し
て
き
た
。
ま
た
、
人
種
、

性
、
宗
教
な
ど
に
基
づ
く
差
別
撤
廃
に

も
努
力
し
て
き
た
。
し
か
し
、
自
決
を

果
た
し
た
加
盟
国
内
の
少
数
民
族
や
部

族
の
保
護
に
、
必
ず
し
も
正
面
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
い
ま
や
新
た
な
時
代
を
迎
え
、
国
際

社
会
は
、
少
数
者
の
保
護
に
、
よ
り
大

き
な
努
力
を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
る
嵐

い
。
同
一
国
境
内
に
、
多
様
な
民
族
や

部
族
の
共
存
が
成
立
し
て
こ
そ
、
さ
ら

に
国
境
を
越
え
た
国
際
社
会
と
の
協
力

も
実
を
結
ぶ
む
の
と
考
え
る
。

（
‰
結
託
訂
）
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